	改定案
	現行
	備考


	② サーベイランス・情報収集



	⑤ 医療



	対策の基本

	· 対策推進のための役割分担　　



	④ 医療


	新型インフルエンザ患者の発生動向に応じた、効率的・効果的な医療提供体制を事前に計画し、医療提供体制を確保する。
○国内発生時には、新型インフルエンザの可能性のある患者については、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★27),発熱)相談センターやEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来において、振り分けを行う。
○医療機関内においては、新型インフルエンザに感染している可能性がある者とそれ以外の疾患の患者との接触を避けることや、医療従事者に対するマスク・ガウン等のEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★17),個人)防護具の配布や健康管理、患者と接触した医療従事者等に対するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の予防投与による院内感染対策を実施し、二次感染防止を行う。
○新型インフルエンザ県内発生初期には、患者の治療とともに感染症のまん延防止対策としても有効であることから、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号。以下「感染症法」という。）に基づき、新型インフルエンザ患者等をEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★19),感染症)指定医療機関等に入院させることとし、そのためのEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★20),感染症)病床や結核病床等のEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★21),陰圧)病床の利用計画を策定する。また、発生した新型インフルエンザの診断及び治療方法等について周知する。
○第三段階のまん延期以降は、患者数が大幅に増大することが予想されることから、重症者は入院、軽症者は在宅療養に振り分ける。その際、感染症指定医療機関等以外の医療機関や公共施設等に患者を入院・入所させることができるよう、その活用計画を策定しておく。また、在宅療養の支援体制を整備しておく。
○抗インフルエンザウイルス薬については、抗インフルエンザウイルス薬の流通状況等を踏まえ、国・県において備蓄・配分、流通調整を行う。
③ 予防・まん延防止
○新型インフルエンザによる健康被害を最小限にとどめ、社会・経済を破綻に至らせないためには、ワクチンの役割も重要である
・ EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★26),パンデミックワクチン)については、新型インフルエンザの発生後、直ちに、全国民分の製造が開始されるが、全国民にパンデミックワクチンを供給できるようになるまでには一定の時間を要することから、それまでの間は、県民の生命を守り、最低限の生活を維持する観点から、医療従事者や社会機能の維持に関わる者に対し、必要に応じ、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)の接種を行う。
・プレパンデミックワクチン及びパンデミックワクチンの接種が円滑に行われるよう、国によって明らかにされる、接種の対象者や順位、接種体制等を周知する。
⑥ 社会・経済機能の維持
感染が拡大した場合に、最低限の県民生活を維持するため、公共のサービスの中断や物資の不足により社会・経済機能を破綻させないよう、以下の対策を実施
○新型インフルエンザは、全人口の25％が罹患し、流行が約８週間程度続くと予想されている。
○この場合、本人の罹患や家族の罹患等により、従業員の最大40％が欠勤することが想定され、社会・経済活動の大幅な縮小と停滞を招くとともに、公共サービスの中断や物資の不足により最低限の生活を維持することすらできなくなるおそれがある。
○新型インフルエンザ発生時に、最低限の県民生活を維持するため、社会・経済機能を破綻させないよう、県や市町村、各事業者において事前に十分準備を行うことが重要である。
・具体的には、各事業者において新型インフルエンザに対応したEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★30),事業)継続計画を策定し、従業員や職場における感染対策、継続すべき重要業務の選定、従業員の勤務体制などをあらかじめ定め、発生に備えることが有効である。
・県や市町村においても、必要最小限の行政サービスを維持するため、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★29),業務)継続計画の策定を進める。
前段階　未発生期
～新型インフルエンザが発生していない状態～
主たる対応項目
１）発生に備えて体制の整備を行う。
２）国や海外の情報を注視する。
実施体制と情報収集
【体制の整備】
対　応　項　目
所　管
・新型インフルエンザ対策と高病原性鳥インフルエンザ対策を一体的かつ総合的に推進するため、知事を本部長とする「高知県新型・高病原性鳥インフルエンザ対策推進本部」を設置し、全庁一体となった取組みを行う。
危機管理部
農業振興部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・行動計画を踏まえて、発生時に備えたEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★29),業務)継続計画を策定する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★32),全部局)等
・市町村における地域の実情に応じた行動計画の策定を支援する。
危機管理部
健康政策部
・市町村等と連携し、新型インフルエンザの発生に備え、訓練を実施する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・自衛隊、警察本部、消防機関、海上保安部との連携を進める。
危機管理部
健康政策部
【情報収集】
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザ及び新型インフルエンザに関する国内外の情報を収集する。
（参考：情報収集源）
· 関係省庁（鳥・新型インフルエンザ）
· 地方自治体（鳥・新型インフルエンザ）
· 国立感染症研究所（新型インフルエンザ）
· 国立大学法人北海道大学（鳥インフルエンザ）
· 国立大学法人鳥取大学（鳥インフルエンザ）
· 独立行政法人動物衛生研究所（鳥インフルエンザ）
· 検疫所（鳥インフルエンザ）
健康政策部
文化生活部
農業振興部
サーベイランス
【季節性インフルエンザに対するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)】
対　応　項　目
所　管
・人で毎年冬季に流行する季節性インフルエンザについて、48定点医療機関（EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★22),指定)届出機関）における感染症発生動向調査による患者発生の動向の週毎の把握を行うとともに、12定点医療機関において、ウイルスの亜型を検査するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★7),病原体)サーベイランスを実施する。
健康政策部
・全国の14大都市でインフルエンザ流行期に実施されるインフルエンザ関連死亡者数の結果を注視する。
健康政策部
・国が実施するインフルエンザEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★14),薬剤)耐性株サーベイランスの結果を注視する。
健康政策部
【新型インフルエンザの国内発生に備えたEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)】
・新型インフルエンザ発生時から開始するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★11),アウト)ブレイクサーベイランス、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★12),パンデミックサーベイランス)、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★13),予防)接種副反応迅速把握システム、臨床情報共有システムの対象医療機関について、国の基準に基づき県の選定機関のリストを作成し登録を実施する。
健康政策部
情報提供・共有
【情報提供体制の構築】
対　応　項　目
所　管
・国と電子メールや電話等を利用して緊急に情報を提供できるシステムを構築する。
健康政策部
・新型インフルエンザの発生状況等についてメディア等への十分な説明を行うため、広報担当者を置く。
健康政策部
・県ホームページ等に新型インフルエンザに関するウェブサイトを設置し、県広報を実施する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
予防・まん延防止
【在外邦人への情報提供】
対　応　項　目
所　管
・県内の各学校等に対し、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザの発生国に留学している在籍者に感染対策について周知徹底する。
文化生活部
教育委員会
【人へのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザの感染防止策】
（県内で鳥インフルエンザが人に感染した場合の対応）
・国に対し、必要に応じて、疫学、臨床等の専門家チームの派遣を要請する。
健康政策部
・防疫措置に伴い、防疫実施地域における必要に応じた警戒活動等を行う。
警察本部
・県内発生情報について、厚生労働省へ通報する。
健康政策部
【新型インフルエンザ発生への備え】
・新型インフルエンザの発生に備えた検討や、事前準備を行うための情報提供を行う。
健康政策部
医療
【地域医療体制の整備】
対　応　項　目
所　管
・２次医療圏ごとに、保健所を中心として、地域医師会､地域薬剤師会､国立病院機構や大学病院等を含む医療機関､薬局､市町村､消防等の関係者からなる対策会議を設置し､地域の関係者と密接に連携をとりながら地域の実情に応じた医療体制の整備を推進する。
健康政策部
· EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来を行う医療機関等の準備やEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★19),感染症)指定医療機関等（感染症指定医療機関及びEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★20),結核)病床を有する医療機関等）の整備を進める。
健康政策部
【まん延期の医療の確保】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）副担当
・第三段階のまん延期に備え、次の点について、検討整備する。
健康政策部
・全ての医療機関に対して、医療機関の特性や規模に応じたEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★30),事業)継続計画の作成を要請し、医療機関における使用可能な病床数を試算すること。
・地域の実情に応じ、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★19),感染症)指定医療機関等のほか、公的医療機関等で入院患者を優先的に受け入れること。
・入院治療が必要な新型インフルエンザの患者が増加し、医療機関の収容能力を超えた場合に備え、公共施設等で医療を提供することについて検討を行うこと。
・地域の医療機能維持の観点から、新型インフルエンザ患者に対応せず、原則として、がん医療や透析医療、産科医療等の常に必要とされる医療を行う医療機関の設定を検討すること。
・社会福祉施設等の入所施設において、集団感染が発生した場合の医療提供の方法を検討すること。
（地域福祉部）
・第三段階のまん延期においても救急機能を維持するための方策について検討を進めること。また、最初に感染者に接触する可能性のある救急隊員等搬送従事者のためのEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★17),個人)防護具の備蓄を進めるよう各消防本部に要請するとともに、必要な支援を行う。
（危機管理部）
【ガイドラインの策定、研修等】
・新型インフルエンザの診断、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★15),トリアージ)を含む治療方針、院内感染対策、患者の移送等に関するガイドラインの策定を行い、医療機関に周知する。
健康政策部
・市町村等と協力し、医療関係者等に対し県内発生を想定した研修を行う。
健康政策部
【医療資器材の整備】
・第三段階のまん延期に備え、必要となる医療資器材（EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★17),個人)防護具、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★16),人工)呼吸器、簡易陰圧装置等）をあらかじめ備蓄・整備する。
健康政策部
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★19),感染症)指定医療機関等における必要な医療資器材や増床の余地に関して調査を行った上、十分な量を確保するよう、要請する。
健康政策部
【検査体制の整備】
・衛生研究所において新型インフルエンザに対するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★23),ＰＣＲ)検査を実施する体制を整備する。
健康政策部
抗インフルエンザウイルス薬
【備蓄】
対　応　項　目
所　管
・ 諸外国における備蓄状況や最新の医学的な知見等を踏まえ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の確保すべき量及び備蓄時期を以下のとおりとし、国と県等をあわせて、国の目標量である県民の45％に相当する量を備蓄する。
· 国備蓄量（平成20年度に備蓄完了） 　　　　　  152,400人分
リン酸オセルタミビル（商品名：タミフル）
144,300人分
ザナミビル水和物　　　（商品名：リレンザ）
8,100人分
· 県備蓄量　　　　　　　　　　　　　　　　　　152,400人分
タミフル
リレンザ
計(人分)
H18年度
29,370
0
29,370
H19年度
36,630
0
36,630
H21年度
72,430
13,970
86,400
(予定)
計
138,430
13,970
152,400
県備蓄分
　※　県人口は平成22年将来推計人口（771千人）より積算
　※　一般流通備蓄等を合わせ、県民の４５％を達成予定
健康政策部
【流通体制の整備】
・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の流通状況を確認し、新型インフルエンザ発生時に円滑に供給される体制を構築するとともに、医療機関（企業内診療施設を含む。）や薬局、医薬品卸売業者に対し、抗インフルエンザウイルス薬の適正流通を指導する。
健康政策部
ワクチン
【備蓄】
（EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)）
対　応　項　目
所　管
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★26),パンデミックワクチン)の開発・製造には一定の時間がかかるため、それまでの間の対応として、医療従事者及び社会機能の維持に関わる者に対し、国が備蓄している、プレパンデミックワクチンの接種が検討されており、その接種についての情報を収集する。
（参考：プレパンデミックワクチンの備蓄状況）
平成18年度　原液約1,000万人分備蓄（ベトナム株／インドネシア株） 
平成19年度　原液約1,000万人分備蓄（中国・安徽株）
平成20年度　原液約1,000万人分備蓄予定（中国・青海株）
健康政策部
【ワクチンの接種体制の構築】
・国の指示に基づき、市町村等と協力して、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレ)パンデミックワクチン及びEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★26),パンデミックワクチン)の接種体制を構築する。
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・ワクチンの接種が円滑に行われるよう、国が明らかにした接種の対象者や順位を市町村や業界団体に周知する。
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
社会・経済機能の維持
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★30),事業)継続計画の策定促進】
対　応　項　目
所　管
・事業者に対し、新型インフルエンザの発生に備え、職場における感染防止策、重要業務の継続や不要不急の業務の縮小について計画を策定する等十分な事前の準備を行うよう要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・社会機能の維持に関わる事業者による事業継続計画の策定を感染症対策所管部局と連携して支援する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★29),業務)継続計画の策定等】
・県では、必要最小限の行政サービスを維持するため、業務継続計画の策定を進める。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★32),全部局)等
・市町村に対し、業務継続計画の策定を支援する。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【社会的弱者への生活支援】
・市町村に対し、第三段階のまん延期における在宅の高齢者、障害者等への生活支援（見回り、介護、訪問看護、訪問診療、食事提供等）、搬送、死亡時の対応等について、対象世帯の把握とともにその具体的手続を検討するよう要請する。
健康政策部
地域福祉部
【火葬能力等の把握】
・火葬場の火葬能力及び一時的に遺体を安置できる施設等についての把握・検討を行う。
健康政策部
第一段階　海外発生期
～海外で新型インフルエンザが発生した状態～
主たる対応項目
県内発生に備えて体制の整備を行う。
実施体制と情報収集
【体制】
対　応　項　目
所　管
・海外において新型インフルエンザが発生した疑いがある場合には、国の動向に注意し、情報の共有を行い、今後対応すべき対策を再確認する。
危機管理部
健康政策部
・国から提供される情報等関連する情報を収集し、庁内で情報共有する必要がある場合、臨時会議を開催するなど情報共有を行う。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【情報収集】
・各国の発生状況等について国から提供される情報の収集を強化し、随時更新される関係省庁のホームページの内容等について注視する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【他県との連携】
・四国４県での情報共有体制を構築する。
危機管理部
健康政策部
サーベイランス
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★9),疑い)症例調査支援システムによるEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)等】
対　応　項　目
所　管
・疑い症例調査支援システムによるサーベイランス、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★8),症候群)サーベイランス、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★10),ウイルス)学的サーベイランスを実施する。
健康政策部
【新型インフルエンザの国内発生に備えたEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)】
・感染のみられた集団（クラスター）を早期発見するために、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★11),ア)ウトブレイクサーベイランスを開始する。
健康政策部
・症候群情報の集積により患者の発生を早期に探知するため、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★12),パ)ンデミックサーベイランスを開始する。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★13),予防)接種副反応迅速把握システム】
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)の予防接種が開始された段階において、予防接種の副反応についてリアルタイムに把握するため、予防接種副反応迅速把握システムを開始する。
健康政策部
情報提供・共有
【情報提供】
対　応　項　目
所　管
・県民や市町村、事業所等に対し、最新かつ正確な情報の提供を行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・メディア等に対し、適宜、広報担当者から、海外の発生・対応状況について情報提供を行う。
危機管理部
健康政策部
・ 県ホームページの新型インフルエンザに関するウェブサイトを随時更新し、県広報を実施する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【相談窓口の設置】
・新型インフルエンザに関する相談に対応するために、保健所等にEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★27),発熱)相談センターを設置し、県民からの相談に対して適切な情報提供を実施する。
健康政策部
・新型インフルエンザに関する広範囲な相談に対応するため、関係各課にて、県民からの相談に対応する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・県民からの相談に応じるため、国に設置されたコールセンターを周知する。
健康政策部
予防・まん延防止
【感染症危険情報の発出等】
対　応　項　目
所　管
・新型インフルエンザの発生が疑われる又は確認された場合には、国から発出される感染症危険情報について情報提供を行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・事業者に対し、国から発出される海外での発生状況等について情報提供を行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【水際対策】
（検疫体制の強化）
・厚生労働省からの、発生国から来航する航空機・船舶についての情報を収集する。
・貨物船については、検疫港である高知港において対応する。ただし、その積載物等により検疫港に入港することが困難である場合には、感染拡大のおそれに留意しつつ、国において対応を検討される。
健康政策部
土木部
・検疫所が、発生国からの入国者（第三国経由で入国する者を含む）に対し、質問票の配付及び診察等により、新型インフルエンザに感染している可能性に応じた振り分けを行い、次の措置を行ため、県等は必要に応じて協力する。
・有症者については、検疫所においてEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★23),ＰＣＲ)検査を実施し、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★19),感染症)指定医療機関に入院措置を行う。
・濃厚接触者については、停留施設等において検疫所長が定める期間内の停留を行う。
・同乗者及び発生国からの入国者については、健康監視を実施する。
健康政策部
・検疫体制の強化に伴い、検疫実施空港・港及びその周辺において必要に応じた警戒活動等を行う。
警察本部
（密入国者対策）
・発生国からの密入国で、感染者又は感染の疑いのある者がいる場合に備えて、関係機関との連携体制を構築しておく。
警察本部
・感染者の密入国を防止するため、沿岸部及び海上におけるパトロール等の警戒活動を強化する。
警察本部
医療
【新型インフルエンザの症例定義】
対　応　項　目
所　管
・国が示す新型インフルエンザの症例定義について、随時、関係機関に周知する。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★27),発熱)相談センターの設置】
· 新型インフルエンザの可能性のある患者とそれ以外の患者を振り分ける発熱相談センターを福祉保健所等に設置する。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の備蓄・使用等】
・県内における抗インフルエンザウイルス薬の備蓄量の把握を行う。
健康政策部
・県内全ての医療機関に対し、抗インフルエンザウイルス薬を適切に使用するよう要請するとともに、抗インフルエンザウイルス薬の適正な流通を指導する。
健康政策部
ワクチン
【接種方針】
（EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)）
対　応　項　目
所　管
・国の指示により、医療従事者及び社会機能の維持に関わる者を対象に、本人の同意を得て接種を行う。
健康政策部
（EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★26),パンデミックワクチン)）
・パンデミックワクチンが全国民分製造されるまで一定の期間を要するが、供給が可能になり次第、接種が開始される。接種対象は全国民であるが、先行接種したプレパンデミックワクチンの有効性が認められない場合、まず医療従事者及び社会機能の維持に関わる者を対象に、本人の同意を得て先行的に接種を行う。
健康政策部
【モニタリング】
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)の接種開始に伴い、国が行う接種実施モニタリング、有効性の評価、副反応情報の収集・分析に協力する。
健康政策部
社会・経済機能の維持
【事業者の対応】
対　応　項　目
所　管
・事業者に対し、発生状況等に関する情報収集に努め、職場での感染防止策及び業務の継続又は自粛の準備を行うよう、注意喚起する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【遺体の火葬・安置】
・市町村に対し、火葬場の火葬能力の限界を超える事態が起こった場合に備え、一時的に遺体を安置できる施設等の確保ができるよう準備を行うことを必要に応じて要請する。
健康政策部
第二段階－①　国内発生早期
～国内で新型インフルエンザが発生した状態～
主たる対応項目
県内での感染拡大をできる限り抑える。
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・県内発生に備えた体制の整備
・県内発生の早期把握
第二段階－②　県内発生早期
～県内で新型インフルエンザが発生した状態～
主たる対応項目
県内での感染拡大をできる限り抑える。
実施体制と情報収集
【実施体制】高知県新型インフルエンザ危機管理本部は自動設置する
対　応　項　目
所　管
· 国内において新型インフルエンザが発生した場合は、速やかに、知事を本部長とする「高知県新型インフルエンザ危機管理本部」を設置し、同本部会議において、国が発する新型インフルエンザの毒性の強さや感染力等の情報と国の対応を踏まえ、県内発生を見据えた県の対応方針について協議・決定する。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
· 対応方針の改定や全庁での対策が必要な場合など、必要に応じて同本部会議を開催し、協議・決定する。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
· 県外の発生状況等をリアルタイムで収集し、発生状況を迅速に情報提供するとともに、必要な対策を実施する。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【情報収集】
・国の示す、詳細な国内での発生状況や対策等について情報収集を強化し、随時更新される関係省庁のホームページの内容等について注意する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【他県との連携】
・四国４県での情報共有体制を継続する。
危機管理部
健康政策部
サーベイランス
対　応　項　目
所　管
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★9),疑い)症例調査支援システムによるEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★11),アウ)トブレイクサーベイランス、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★12),パンデミックサーベイランス)、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★13),予防)接種副反応迅速把握システムを継続する。
健康政策部
・新型インフルエンザの国内発生とともに、臨床情報共有システムを開始する。
健康政策部
情報提供・共有
【情報提供】
対　応　項　目
所　管
· 国から提供された詳細な国内での発生状況や対策の内容を踏まえ、県民や事業所等への注意喚起を行う。また、ホームページの内容について随時更新する。
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・メディア等に対し、広報担当者から情報提供を行う。
危機管理部
健康政策部
・市町村及び消防機関に対して、国から提供された詳細な国内での発生状況や対策の内容などについて、情報提供を行う。
危機管理部
・ 県ホームページの新型インフルエンザに関するウェブサイトを随時更新し、県広報を実施する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【相談窓口の設置】
・引き続き相談窓口を設置し、県民からの相談に応じ適切な情報を提供する。
健康政策部
・新型インフルエンザに関する広範囲な相談に対応するため、関係各課に相談窓口を設置し、県民からの相談に対応する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・市町村に対し、相談窓口を設け、生活相談等広範な内容にも対応できる体制について検討するよう要請する。
健康政策部
・厚生労働省に設置されたコールセンターについて周知する。
健康政策部
予防・まん延防止
【県内での感染拡大防止】
対　応　項　目
所　管
・有症状者に対して、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★27),発熱)相談センターに連絡後、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来を受診するよう周知する。
健康政策部
・県内発生時において必要に応じて実施する、県主催の集会、集客施設等の活動の自粛などの感染拡大防止措置について確認を行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
· 県民、市町村、学校、事業者等に対し、県内発生時において、必要に応じ県が要請する、次の感染拡大防止措置への対応準備の確認について周知する。
・県民に対し、可能な限り外出を控えるなどの感染拡大防止措置について要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・市町村に対し、地域住民へ可能な限り外出を控えるなどの感染拡大防止措置を要請するよう、依頼する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・集会主催者、集客施設等の運営者に対し、活動を自粛するなどの感染拡大防止措置について要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・学校、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★34),通所)施設等の設置者に対し、臨時休業及び入学試験の延期等を行うなどの感染拡大防止措置について要請する。
健康政策部
地域福祉部
文化生活部
教育委員会
・住民、事業所、福祉施設等に対し、マスクの着用、うがい・手洗いを強く勧奨する。
健康政策部
地域福祉部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・事業所に対し、新型インフルエンザ様症状の認められた従業員の出勤停止・受診の勧奨を要請する。
健康政策部
地域福祉部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・事業者に対し、不要不急の業務を縮小するなどの感染拡大防止措置について要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★33),関係)部局
・公共交通機関等に対し、利用者へのマスク着用の励行の呼びかけなど適切な感染防止対策を講ずるよう要請する。
健康政策部
理事（交通運輸政策担当）
・事業者に対し、従業員の子ども等が通う保育施設等が臨時休業になった場合における当該従業員の勤務について配慮するよう要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・市町村や、在宅支援事業者等に対し、在宅の障害者や高齢者等に係る、状況に応じた支援措置を行うよう要請する。
地域福祉部
医療
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来の整備】
対　応　項　目
所　管
・新型インフルエンザの可能性がある者とそれ以外の者を振り分ける発熱外来を設置する。
健康政策部
【新型インフルエンザに係る症例定義】
・国が示す新型インフルエンザの症例定義について、随時、関係機関に周知する。
健康政策部
【患者及び接触者への対応】
・新型インフルエンザの患者は、原則として、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来協力医療機関で診療及びEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の投与を行うため、一般医療機関に対し、受診者について本人の渡航歴等を確認した上、新型インフルエンザが疑われる場合には発熱外来協力医療機関の受診を指示するよう、周知する。
健康政策部
・発熱外来協力医療機関に対し、症例定義を踏まえ新型インフルエンザの患者と判断された場合には、直ちに福祉保健所等に連絡するよう要請する。当該者に対しては、感染症法に基づき入院勧告を行い、確定診断を行う。
健康政策部
・検体を衛生研究所へ送付し、亜型の検査を行う。また、必要に応じて、検体を国立感染症研究所へ搬送する。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬】
・第三段階のまん延期の状況を予測し、全医療機関に対し、抗インフルエンザウイルス薬を適切に使用するよう要請する。
健康政策部
・保健所は患者の濃厚接触者に対し、抗インフルエンザウイルス薬の予防投与を行う。
健康政策部
・抗インフルエンザウイルス薬の適正な流通を指導する。
健康政策部
【医療機関・薬局における警戒活動】
・医療機関・薬局及びその周辺において、混乱による不測の事態の防止を図るため、必要に応じた警戒活動等を行う。
警察本部
ワクチン
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)】 
対　応　項　目
所　管
・プレパンデミックワクチンを医療従事者及び社会機能の維持に関わる者を対象に、本人の同意を得て接種を行う。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★26),パンデミックワクチン)】
・パンデミックワクチンが製造され次第、接種を開始する。医療従事者及び社会機能の維持に関わる者に対するプレパンデミックワクチンの有効性が認められない場合には、これらの者を対象に、本人の同意を得てパンデミックワクチンの先行接種を行う。
健康政策部
【モニタリング】
・接種開始に伴い、国が行うEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)の接種実施モニタリング、有効性の評価、副反応情報の収集・分析に協力する。
健康政策部
社会・経済機能の維持
【事業者の対応】
対　応　項　目
所　管
・社会機能の維持に関わる事業者に対し、事業継続に向けた取組みの準備を行うよう要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【犯罪の予防・取締り】
・混乱に乗じて発生が予想される各種犯罪を防止するため、犯罪情報の集約に努め、広報啓発活動を推進するとともに、悪質な事犯に対する取締りを徹底する。
警察本部
第三段階　感染拡大期／まん延期／回復期
～国内で、患者の接触歴が疫学調査で追えなくなった事例が生じた状態～
＜感染拡大期＞　県において、入院措置等による感染拡大防止効果が期待される状態
＜まん延期＞　　県において、入院措置等による感染拡大防止効果が十分に得られなくなった状態
＜回復期＞　　　県において、ピークを越えたと判断できる状態
主たる対応項目
１）健康被害を最小限に抑える。
２）医療機能、社会・経済機能への影響を最小限に抑える。
実施体制と情報収集
対　応　項　目
所　管
・県が感染拡大期に入った場合、感染のピークを超えた場合は、県民に対して周知する。
危機管理部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★32),全部局)等
・新型インフルエンザの毒性の強さや感染力等について国等が発する情報と国の対応を踏まえながら、必要に応じて、それぞれの段階に応じた対策の対応方針を高知県新型インフルエンザ危機管理本部会議を開催し、協議・決定する。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・国の発する新型インフルエンザの発生状況や緊急情報を注意するとともに、必要に応じて高知県新型インフルエンザ危機管理本部会議を開催し、対応方針の改定や対策について、協議・決定する。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【他県との連携】
・四国４県での情報共有体制を継続する。
危機管理部
健康政策部
・情報の共有体制は、必要に応じて強化、縮小を行う。
危機管理部
健康政策部
サーベイランス
対　応　項　目
所　管
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★9),疑い)症例調査支援システム、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★11),アウト)ブレイクサーベイランスを中止する。
健康政策部
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★12),パンデミックサーベイランス)を発生状況の把握目的へと切り替え、継続する。
健康政策部
・引き続き、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★13),予防)接種副反応迅速把握システム、臨床情報共有システム、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★10),ウイルス学的)サーベイランスを実施する。
健康政策部
情報提供・共有
· 引き続き、第二段階（県内発生早期）の対策を実施する。
予防・まん延防止
【県内での感染拡大防止】
対　応　項　目
所　管
・県内医療機関に対し、まん延期における患者との濃厚接触者（同居者を除く。）及び同じ職場等にいる者へのEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の予防投与を原則として見合わせることを要請する。
健康政策部
・患者と同居する者に対する予防投与については、国の決定に従う。
健康政策部
・県主催の集会、集客施設等については必要に応じ活動の自粛を行うなどの感染拡大防止措置を講ずる。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・関係機関に対し、病院、高齢者施設等の基礎疾患を有する者が集まる施設等多数の者が居住する施設等における感染対策を強化するよう、要請する。
健康政策部
地域福祉部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
· 県民、市町村、学校、事業者等に対し、必要に応じ、次の要請を行う。
・県民に対し、可能な限り外出を控えるなどの感染拡大防止措置について要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・市町村に対し、地域住民へ可能な限り外出を控えるなどの感染拡大防止措置を要請するよう、依頼する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・集会主催者、集客施設等の運営者に対し、活動を自粛するなどの感染拡大防止措置について要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・学校、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★34),通所)施設等の設置者に対し、臨時休業及び入学試験の延期等を行うなどの感染拡大防止措置について要請する。
健康政策部
地域福祉部
文化生活部
教育委員会
・住民、事業所、福祉施設等に対し、マスクの着用、うがい・手洗いを強く勧奨する。
健康政策部
地域福祉部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・事業所に対し、新型インフルエンザ様症状の認められた従業員の出勤停止・受診の勧奨を要請する。
健康政策部
地域福祉部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・事業者に対し、不要不急の業務を縮小するなどの感染拡大防止措置について要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★33),関係)部局
・公共交通機関等に対し、利用者へのマスク着用の励行の呼びかけなど適切な感染防止対策を講ずるよう要請する。
健康政策部
理事（交通運輸政策担当）
・事業者に対し、従業員の子ども等が通う保育施設等が臨時休業になった場合における当該従業員の勤務について配慮するよう要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・市町村や、在宅支援事業者等に対し、在宅の障害者や高齢者等に係る、状況に応じた支援措置を行うよう要請する。
地域福祉部
・回復期には、上記の感染拡大防止対策を段階的に縮小する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
医療
【患者への対応等】
（感染拡大期における対応）
対　応　項　目
所　管
・第二段階に引き続き、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来の診断、感染症法に基づく患者の入院措置等を実施する。
健康政策部
・新型インフルエンザの感染状況をリアルタイムで把握し、患者の同居者への対応（外出自粛要請、健康観察の実施、有症時の対応指導等）等、感染防止について必要な要請を行う。
健康政策部
（まん延期における対応）
・患者の入院措置の中止に伴い、新型インフルエンザの患者の診療を行わないこととしている医療機関等を除き、原則として全ての医療機関において新型インフルエンザの診断・治療を行うとともに、入院治療は重症患者を対象とし、それ以外の患者に対しては在宅での療養を要請するよう、関係機関に周知する。
健康政策部
・入院患者数と病床利用率の状況を確認し、病床の不足が予測される場合には、患者治療のために公共施設等の利用を検討する。
健康政策部
（回復期における対応）
・患者を入所させている公共施設については、患者を医療機関に移送する等により順次閉鎖する。
健康政策部
・管内の発生動向及び診療の人的体制を勘案し、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来の設置体制を調整する。
健康政策部
・医療機関における人的被害及び医療資器材・医薬品の在庫状況を確認し、新型インフルエンザやその他の疾患に係る診療が継続されるように調整する。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の備蓄・使用】
・県における抗インフルエンザウイルス薬の備蓄量の把握を行う。また、患者の発生状況を踏まえ、抗インフルエンザウイルス薬が必要な地域に供給されているかどうかを確認し、必要に応じて、国に対し、配分を要請する。
健康政策部
・全医療機関に対し、まん延期における患者との濃厚接触者（同居者を除く。）及び同じ職場等にいる者への抗インフルエンザウイルス薬の予防投与を原則として見合わせ、患者と同居する者に対する予防投与については、国の要請に従うことを周知する。
健康政策部
【在宅患者への支援】
・市町村に対し、関係団体の協力を得ながら、在宅で療養する新型インフルエンザ患者への支援（見回り、訪問看護、訪問診療、食事の提供、医療機関への移送）や自宅で死亡した患者への対応を行うよう、要請する。
健康政策部
地域福祉部
【医療機関・薬局における警戒活動】
・引き続き、医療機関・薬局及びその周辺において、混乱による不測の事態の防止を図るため、必要に応じた警戒活動等を行う。
警察本部
ワクチン
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★26),パンデミックワクチン)】
対　応　項　目
所　管
・パンデミックワクチンが製造され次第、接種を開始する。　医療従事者及び社会機能の維持に関わる者に対するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレ)パンデミックワクチンの有効性が認められない場合には、これらの者を対象に、本人の同意を得て先行接種を行う。
健康政策部
・国から示された、パンデミックワクチンの接種順位及び接種体制について、県民に周知する。
健康政策部
【モニタリング】
・接種開始に伴い、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★25),プレパンデミックワクチン)の接種実施状況モニタリング、有効性の評価、副反応情報の収集・分析に協力する。
健康政策部
社会・経済機能の維持
【事業の縮小・継続】
対　応　項　目
所　管
・社会機能の維持に関わる事業者に対し、事業の継続を要請する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★33),関)係部局
【社会的弱者への支援】
・市町村に対し、在宅の障害者や高齢者等への生活支援（見回り、介護、訪問看護、訪問診療、食事提供等）、搬送、死亡時の対応等を行うよう要請する。
健康政策部
地域福祉部
【遺体の火葬・安置】
・火葬場の経営者に可能な限り火葬炉を稼働させるよう、要請する。また、死亡者が増加し、火葬能力の限界を超えることが明らかになった場合には、一時的に遺体を安置する施設等を直ちに確保するよう、要請する。
健康政策部
・引き続き、混乱に乗じて発生が予想される各種犯罪を防止するため、犯罪情報の集約に努め、広報啓発活動を推進するとともに、悪質な事犯に対する取締りを徹底する。
警察本部
【犯罪の予防・取締り】
第四段階　小康期
～患者の発生が減少し、低い水準でとどまっている状態～
主たる対応項目
社会・経済機能の回復を図り、流行の第二波に備える。
実施体制と情報収集
対　応　項　目
所　管
・国が小康期に入ったことを宣言した場合は県民に対して周知する。
危機管理部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★32),全部)局等
・これまでの各段階における対策に関する評価を行い、必要に応じ、行動計画、マニュアル等の見直しを行う。
危機管理部
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
サーベイランス
対　応　項　目
所　管
・これまで実施してきた発生動向調査、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)等について評価し、人材、資器材の有効活用を行う。
健康政策部
・県内での発生状況が小康状態となった段階で、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★12),パンデ)ミックサーベイランスを中止する。
健康政策部
・引き続き、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★13),予防)接種副反応迅速把握システム、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★10),ウイルス)学的サーベイランス、臨床情報共有システムを実施する。
健康政策部
【他県との連携】
・四国４県での情報共有体制を継続する。
危機管理部
健康政策部
・情報の共有体制は、必要に応じて強化、縮小を行う。
危機管理部
健康政策部
情報提供・共有
【情報提供】
対　応　項　目
所　管
・引き続き、流行の第二波に備え、県民や事業者等への情報提供と注意喚起を行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・引き続き、メディア等に対し、広報担当者から情報提供を行う。
危機管理部
健康政策部
・引き続き、市町村及び消防機関に対して、国等からの情報や、県内の患者情報について情報提供を行う。
危機管理部
・情報提供体制を評価し、流行の第二波に向けた見直しを行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・ 県ホームページの新型インフルエンザに関するウェブサイトを随時更新し、県広報を実施する。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【相談窓口】
・状況を見ながら、県等の相談窓口やEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★27),発熱)相談センターを縮小する。
健康政策部
予防・まん延防止
【県内での感染防止】
対　応　項　目
所　管
・国の方針や各地域の感染動向を踏まえつつ、外出や集会の自粛の解除、学校やEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★34),通所)施設等の再開等を行う時期について検討を行い、県民、市町村、学校、事業者等に周知する。
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
医療
【医療体制】
対　応　項　目
所　管
・新型インフルエンザ発生前の通常の医療体制に戻す。
健康政策部
・地域の感染状況及びニーズを踏まえ、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★27),発熱)相談センター及びEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★18),発熱)外来を縮小・中止する。
健康政策部
・不足している医療資器材や医薬品の確保を行う。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬】
・国で作成された、適正な抗インフルエンザウイルス薬の使用を含めた治療指針を県内医療機関等に周知する。
健康政策部
・流行の第二波に備え、抗インフルエンザウイルス薬の備蓄を行う。
健康政策部
ワクチン
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★26),パンデミックワクチン)】
対　応　項　目
所　管
・引き続き、パンデミックワクチンが、製造され次第、医療従事者及び社会機能の維持に関わる者を対象に、本人の同意を得て先行接種を開始する。
健康政策部
・国から示された、パンデミックワクチンの接種順位及び接種体制について、県民に周知する。
健康政策部
社会・経済機能の維持
・必要に応じて社会機能の維持に関わる事業者に対し、これまでの被害状況等の確認をするとともに、流行の第二波に備え、事業を継続していくことができるよう、感染症対策所管部署と連携して必要な支援を行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・一般の事業者に対し、各地域の感染動向を踏まえつつ、縮小・中止していた業務を再開しても差し支えない時期について検討を行い、周知する。
健康政策部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
実施体制と情報収集
【県内でEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザが人に感染した場合の対応】
・速やかに知事を本部長とする「高知県高病原性鳥インフルエンザ危機管理本部」（仮称）を設置し、情報の集約・共有・分析を行うとともに、人への感染拡大防止対策に関する措置について協議・決定する。
危機管理部
健康政策部
農業振興部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・県内発生情報について厚生労働省へ通報するとともに、厚生労働省と連携して積極的疫学調査を実施する。
健康政策部
・厚生労働省に対し、必要に応じて、疫学、臨床等の専門家チームの派遣を要請する。
健康政策部
【情報収集】
・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザ及び新型インフルエンザに関する国内外の情報を収集する。
（参考：情報収集源）
· 関係省庁（鳥・新型インフルエンザ）
· 地方自治体（鳥・新型インフルエンザ）
· 国立感染症研究所（新型インフルエンザ）
· 国立大学法人北海道大学（鳥インフルエンザ）
· 国立大学法人鳥取大学（鳥インフルエンザ）
· 独立行政法人動物衛生研究所（鳥インフルエンザ）
· 検疫所（鳥インフルエンザ）
健康政策部
文化生活部
農業振興部
サーベイランス
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザの人への感染に対するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)】
・鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）やその他の鳥インフルエンザ（四類感染症）の人への感染について、医師からの届出により全数を把握する。
健康政策部
・ 国内における新型インフルエンザ発生を迅速に把握するため、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★6),ＮＥＳＩＤ)（感染症サーベイランスシステム）EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★9),疑い)症例調査支援システムによるサーベイランスを実施する。
健康政策部
・ウイルス株情報を収集するEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★10),ウイルス学的)サーベイランスを実施する。
健康政策部
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★4),家)きん等における高病原性鳥インフルエンザのEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★5),サーベイランス)】
・家きん、豚等におけるインフルエンザのサーベイランスを実施する。
健康政策部
農業振興部
・家きん飼養者等からの異常家きんの早期発見・早期通報を徹底する。
農業振興部
・渡り鳥の高病原性鳥インフルエンザウイルス保有状況に関する調査を実施する。
文化生活部
・「野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る都道府県担当部局等の対応マニュアルの運用について」に基づき必要な対応を行う。
文化生活部
情報提供・共有
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザ発生等の場合の情報提供】
・県内でEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★4),家)きん等に高病原性鳥インフルエンザが発生した場合や鳥インフルエンザの人への感染が確認された場合、国及び発生した市町村と連携し、発生状況及び対策について、県民に積極的な情報提供を行う。
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
予防・まん延防止
【EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★4),家)きん等における高病原性鳥インフルエンザの防疫対策】
（県内での発生予防）
・県内飼養家きんの発生予防対策として、農場段階における人や車両の消毒、野鳥の進入防止対策等の衛生管理の徹底を指導する。
農業振興部
・高病原性鳥インフルエンザの防疫対策として必要となる資器材（インフルエンザ迅速診断キット、マスク等）を確保するとともに、県民の需要急増が予測される衛生資器材等（消毒薬、マスク等）の生産・流通・在庫等の状況を把握する仕組みを確立する。
健康政策部
農業振興部
・学校・家庭を含めて家きんを飼養している者に対して、家きんと野鳥との接触を避けるよう、周知徹底を行う。
健康政策部
文化生活部
農業振興部
教育委員会
（県内で発生した場合の対応）
・患畜が確認された場合は速やかに「高知県高病原性鳥インフルエンザ危機管理本部」（仮称）を設置し、防疫措置や各種対策等を適切かつ迅速に実施する。
危機管理部
農業振興部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
・国の感染経路究明チームと連携し、感染源・感染経路に係る調査を実施する。
農業振興部
・国からの助言を踏まえ「高知県高病原性鳥インフルエンザ防疫マニュアル」に基づく感染家きん等への防疫措置（患畜等の殺処分、周辺農場の飼養家きん等の移動制限等）を実施し、感染拡大を防止する。
農業振興部
・殺処分羽数が大規模となる等、緊急に対応する必要があり、県による対応が困難である等やむを得ない場合には、自衛隊の部隊へ支援を求める。
危機管理部
農業振興部
・感染家きん等への防疫措置に伴い、防疫措置作業における従事者に対する健康調査を実施し、異常の早期発見に努める。
健康政策部
・農場の従業員、防疫従事者等の感染防御（ウイルス学的検査、マスク・防護服等の使用、予防接種・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の予防投与等）について必要な措置を講じる。
健康政策部
農業振興部
・防疫措置に伴い、防疫実施地域における必要に応じた警戒活動を行う。
警察本部
・ペット鳥取扱業者や、動物園等において、濃厚に鳥と接触する飼育者等に異常が認められた場合には、医療機関に受診するよう指導する。
健康政策部
【野鳥における高病原性鳥インフルエンザ対策】
・県内において野鳥から高病原性鳥インフルエンザウイルスが確認された場合は速やかに「高知県高病原性鳥インフルエンザ危機管理本部」（仮称）を設置し、家きん、愛玩鳥への予防措置及び県民への注意喚起等を適切かつ迅速に実施する。
危機管理部
文化生活部
農業振興部
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★31),関係)部局等
【人へのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザの感染防止策】
（県内で鳥インフルエンザが人に感染した場合の対応）
・国に対し、必要に応じて、疫学、臨床等の専門家チームの派遣を要請する。
健康政策部
・防疫措置に伴い、防疫実施地域における必要に応じた警戒活動等を行う。
警察本部
・県内発生情報について、厚生労働省へ通報する。
健康政策部
医療
【県内でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(★3),鳥)インフルエンザが人に感染した場合の対応】
・感染鳥類との接触があり、感染が疑われる患者に対し、迅速かつ確実な診断を行い、確定診断がされた場合に、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★19),感染症)指定医療機関への入院等感染対策を講じた上で、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★24),抗)インフルエンザウイルス薬の投与等による治療を行う。
健康政策部
・患者の検体を衛生研究所においてＰＣＲ検査を実施するとともに、国立感染症研究所へ送付し、確定検査を要請する。
健康政策部
・積極的疫学調査を実施するとともに、外出自粛の要請、抗インフルエンザウイルス薬の予防投与、有症時の対応指導等、死亡例が出た場合の対応（埋火葬等）等を実施する。
健康政策部
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はじめに 


　　　　　　　　　　　　　　　　　 


ＷＨＯ（世界保健機関）は高病原性鳥インフルエンザウイルスが変異し、人から人へ感染する新型インフルエンザウイルスが出現することにより、世界的流行を引き起こす可能性が高まっていることを示唆し、新型インフルエンザの発生に備えた緊急な対応が求められていた。 


このため、本県では、2005年（平成17年）12月、新型インフルエンザ対策を迅速かつ確実に講じるため、国の「新型インフルエンザ対策行動計画」に準じて「高知県新型インフルエンザ対策行動計画」を策定した。


このような中、2009年（平成21年）4月、新型インフルエンザ（A/H1N1）がメキシコで確認され、世界的大流行となり、日本でも発生後1年余で約2千万人が罹患したと推計されたが、死亡率0.16（人口10万対）と、諸外国と比較して低い水準にとどまった。また、この対策を通じて、実際の現場での運用や病原性が低い場合の対応等について、多くの知見や教訓が得られた。


一方で、病原性の高い新型インフルエンザ発生の可能性に変わりはなく、今回を大きく上回る重症患者や死亡者が発生し、社会に大きな混乱が生じることが懸念されているため、病原性が高い場合にも対応できるよう十分な準備を進める必要がある。 


このため、新型インフルエンザ（A/H1N1）対策の経験等も踏まえ、行動計画の更なる改定を行うこととした。


また、各分野における対策の内容や実施方法、関係者の役割分担等については別途マニュアルを作成する。 





　　　　　　　　　　　　　高知県新型・高病原性鳥インフルエンザ対策推進本部


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　平成２４年　月　日





新型インフルエンザとは





○新型インフルエンザは、毎年流行を繰り返してきた�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★1),インフルエンザウイルス)�とは表面の抗原性が大きく異なる人から人に伝播する能力を有する新型のウイルスのことで、これまで10年から40年の周期で発生している。ほとんどの人が新型のウイルスに対する免疫を持っていないため、世界的な大流行（�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★2),パンデミック)�）となり、大きな健康被害とこれに伴う社会的影響をもたらすことが懸念されている。


○20世紀以降では、下表のとおり新型インフルエンザが発生している。


発生年�
型�
当時の呼び名�
発生地�
推定死者数�
�
１９１８大正７年�
H1N1�
スペイン風邪�
北米/中国�
世界で４～５千万人、日本で３９万人�
�
１９５７昭和32年�
H2N2�
アジア風邪�
中国�
世界で１００万人、日本で８千人�
�
１９６８昭和43年�
H3N2�
香港風邪�
中国�
世界で１００万人、日本で２千人�
�
１９７７昭和52年�
H1N1�
ソ連風邪�
中国/ロシア�
　�
�
２００９平成21年�
H1N1�
新型インフルエンザ�
メキシコ�
�
�
○近年、東南アジアを中心とした�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)�インフルエンザ（H5N1）が流行し、このウイルスが人に感染し、死亡する例も報告されており（平成15年12月～平成21年１月の間で、発症者403名、うち死亡者254名）、ウイルスが変異することにより、人から人へ感染する能力を獲得する危険性が懸念されている。








国の動き





○平成17年12月、「新型インフルエンザ対策行動計画（以下「国の行動計画」という）」を策定。


○平成21年2月、更なる科学的知見の蓄積を踏まえ、国の行動計画を抜本的に改定。


○平成23年9月、2009年の�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★4),新型)�インフルエンザ（A/H1N1）対策の経験等も踏まえ、国の行動計画の更なる改定を行った。





県の動き





○平成17年12月26日、高病原性鳥インフルエンザ対策と新型インフルエンザ対策を一体的かつ総合的に推進するため、知事を本部長とする「高知県新型・高病原性鳥インフルエンザ対策推進本部」を設置するとともに、「高知県新型インフルエンザ対策行動計画（以下「行動計画」という）」を策定。


○平成21年2月の国の行動計画の改定や、平成21年4月に発生した�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★4),新型)�インフルエンザ（A/H1N1）での対応を踏まえ、平成21年9月、行動計画を改定。


○平成23年9月の国の行動計画の改定を踏まえ、行動計画を改定。





＜主たる対応項目＞


感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小限にとどめる。


・感染拡大を抑えて、流行のピークをなるべく後ろにずらし、医療提供体制の整備やワクチン製造のための時間を確保する


・流行のピーク時の患者数等をなるべく少なくして医療体制への負荷を軽減するとともに、医療提供体制の強化を図ることで、必要な患者が適切な医療を受けられるようにする。


・適切な医療の提供により、重症者数や死亡者数を減らす。


社会・経済機能を破綻に至らせない。


・地域での感染拡大防止策により、欠勤者の数を減らす。


・�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★6),事業)�継続計画の実施等により、県民の生活を維持するために必要な社会・経済機能の維持に努める。








危機事態対処


（国内発生期から小康期）





国の基本的対応方針











意見





高知県


新型インフルエンザ危機管理本部





本部長：知事


副本部長：副知事


本部員：庁議メンバー


（監査事務局長を除く）


参画者：高知市副市長


事務局：危機管理部　他





高知県


感染症対策協議会





○病原性、感染性、県内の流行状況などに基づいた意見





移行





危機事態対処の準備


（未発生期から海外発生期）





高知県


新型・高病原性鳥インフルエンザ


対策推進本部





本部長：知事


副本部長：副知事


本部員：庁議メンバー


（監査事務局長を除く）


参画者：高知市健康福祉部長


事務局：危機管理部・健康政策部・


文化生活部・農業振興部





高知県


感染症対策協議会





○病原性、感染性、県内の流行状況などに基づいた意見





意見





実施体制





サーベイランス・情報収集





情報提供・共有





予防・まん延防止





医療





ワクチン





社会・経済機能の維持





実施体制





サーベイランス・情報収集





情報提供・共有





予防・まん延防止





医療





ワクチン





社会・経済機能の維持
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サーベイランス・情報収集





情報提供・共有





予防・まん延防止
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ワクチン





社会・経済機能の維持





実施体制





サーベイランス・情報収集





情報提供・共有





予防・まん延防止





医療





ワクチン





社会・経済機能の維持





実施体制





サーベイランス・情報収集





情報提供・共有





予防・まん延防止





医療





ワクチン





社会・経済機能の維持





実施体制





サーベイランス・情報収集





情報提供・共有





予防・まん延防止





医療





はじめに 


　　　　　　　　　　　　　　　　　 


ＷＨＯ（世界保健機関）は高病原性鳥インフルエンザウイルスが変異し、人から人へ感染する新型インフルエンザウイルスが出現することにより、世界的流行を引き起こす可能性が高まっていることを示唆し、新型インフルエンザの発生に備えた緊急な対応が求められていた。











このような中、平成21年4月にメキシコやアメリカにおいて、豚インフルエンザの人から人への感染が相次ぎ、ＷＨＯは「新型インフルエンザ」と宣言した。その後、強毒性ではないが感染力が強いため、世界中で感染が拡大している。


一方、高病原性鳥インフルエンザ等の強毒性の新型インフルエンザがひとたび出現すると、今回を大きく上回る重症患者や死亡者が発生し、社会に大きな混乱が生じることが懸念されている。


本行動計画は、平成21年4月に発生した新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）が発生する以前の平成21年2月に、国が強毒性を想定して改定した新型インフルエンザ対策行動計画に基づいて改定したものである。従って、強毒性を想定した内容ではあるが、今回のような弱毒性についても、本行動計画を基本として対応する。　


 また、各分野における対策の内容や実施方法、関係者の役割分担等については別途マニュアルを作成する。 





　　　　　　　　　　　　　高知県新型・高病原性鳥インフルエンザ対策推進本部


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　平成２１年９月２４日





新型インフルエンザとは





○新型インフルエンザは、毎年流行を繰り返してきた�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★1),インフルエンザ)�ウイルスとは表面の抗原性が全く異なる新型のウイルスが出現することにより、およそ10年から40年の周期で発生している。ほとんどの人が新型のウイルスに対する免疫を持っていないため、世界的な大流行（�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★2),パンデミック)�）となり、大きな健康被害とこれに伴う社会的影響をもたらすことが懸念されている。


○20世紀では、下表のとおり新型インフルエンザが発生している。


発生年�
型�
当時の呼び名�
発生地�
推定死者数�
�
１９１８大正７年�
H1N1�
スペイン風邪�
北米/中国�
世界で４～５千万人、日本で３９万人�
�
１９５７昭和32年�
H2N2�
アジア風邪�
中国�
世界で１００万人、日本で８千人�
�
１９６８昭和43年�
H3N2�
香港風邪�
中国�
世界で１００万人、日本で２千人�
�
１９７７昭和52年�
H1N1�
ソ連風邪�
中国/ロシア�
　�
�
○近年、東南アジアを中心とした�EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 11(★3),鳥)�インフルエンザ（H5N1）が流行し、このウイルスが人に感染し、死亡する例も報告されており（平成15年12月～平成21年１月の間で、発症者403名、うち死亡者254名）、ウイルスが変異することにより、人から人へ感染する能力を獲得する危険性が高まっている。





国の動き





○平成17年12月、「新型インフルエンザ対策行動計画」を策定。


○平成20年4月、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律及び検疫法の一部を改正する法律（平成20年法律第30号）」が成立し、更なる科学的知見の蓄積を踏まえ、平成21年2月、新型インフルエンザ対策行動計画（以下、「国の行動計画」という）について抜本的な改定を行った。





県の動き





○平成17年12月26日、高病原性鳥インフルエンザ対策と新型インフルエンザ対策を一体的かつ総合的に推進するため、知事を本部長とする「高知県新型・高病原性鳥インフルエンザ対策推進本部」を設置するとともに、「高知県新型インフルエンザ対策行動計画」（第一版）を策定。


○平成21年2月の国の行動計画の改定や、平成21年4月に発生した豚由来のインフルエンザでの対応を踏まえ、高知県新型インフルエンザ対策行動計画（以下、「行動計画」という）を改定する。





＜主たる対応項目＞


感染拡大を可能な限り抑制する。


社会・経済機能を破綻に至らせない。





別添資料





危機事態対処








高知県○○危機管理本部


本部長：知事


副本部長：副知事


本部員：庁議メンバー（監査事務局長を除く）


参画者：高知市副市長


事務局：危機管理部　他





移行





危機事態対処の準備





高知県新型・高病原性鳥インフルエンザ対策推進本部


本部長：知事


副本部長：副知事


本部員：庁議メンバー（監査事務局長を除く）


参画者：高知市健康福祉部長


事務局：危機管理部・健康政策部・文化生活部・農業振興部
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